2013.11.12
食品衛生レビュー№55●成形肉をステーキと提供したホテルに
　10月下旬にホテルの調理品の偽装が発覚し、その後、百貨店、ファミリーレストランでも同様なことが発覚しました。ここではステーキとして提供された成形肉について述べます。
発覚と拡大
　10月22日に大阪市に本社を置く、電鉄系の都市型ホテルチェーンで、誤った表示をした調理品をお客に提供したとの発表がありました。その後、関西の電鉄系のホテルから始まり全国のホテルに広がり、11月5日に百貨店、7日に日本を代表する格式のあるホテル、8日には中堅のファミリーレストランでも同様なことが行われていたと発表がありました。

どんな調理品が
　牛脂注入加工肉（成形肉）をビーフステーキ
　ロブスターを伊勢エビ

　バナナエビを芝エビ

ブラックタイガーを車エビ

人工フカヒレをフカヒレ　　など
繁華街の中華料理店で、「芝エビのチリソース煮」にはバナメイエビ、「車エビのチリソース煮」にはブラックタイガーが使われているのは、ある程度の人は知っていると思います。しかし、ホテルのビーフステーキが成形肉、伊勢エビがロブスターだったということには驚き、憤慨した人が多いと思います。

牛脂注入加工肉（成形肉）とは

　生肉ではなく加工肉で、牛肉を筋切りして、牛脂、調味料、結着剤を加え、圧縮成型、冷凍、カットしたものであり、次の成型肉加工フローの二番目にあたります。ホテルにはカットされたものが冷凍で入荷され、外側のダンボール箱には「加工肉」と表示され、使用原材料も記載されていたはずです。成形肉は十分な加熱調理をしないと食中毒発生の可能性が高い食品です。
百貨店内の飲食店では三番目の数種類の牛肉を貼り合わせた成形肉もありました。
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成形肉をステーキとして提供するのは法律違反ではないのか
　景品表示法の違反です。理由は消費者庁の「表示に関するＱ＆Ａ」のＱ53に次のように書かれています。


アレルギー表示をしなくてよいのか
　成形肉に加工する際に、調味料、結着剤を使用しますので、これらの原材料に牛乳が使われており、小麦も使われている可能性が高いです。調理品は法的には表示の義務付けはありませんが、表示することが、お客に親切だったと考えられます。しかし、表示すれば。お客に加工肉だとわかってしまいます。もしかしたら、食後にアレルギー症状を呈した人がいたかもしれません。
偽装食材を提供したホテルに対して
　今回、偽装食材が発覚したのは、一般的なサラリーマンが出張で使うビジネスホテルより一段上のランクのホテルもありました。お祝いごと、企業の接待で使っていたホテルであり、雰囲気、接待は大変良かったと思います。しかし、お客は、特に成形肉をステーキ、ロブスターを伊勢エビとして提供していたホテルに対して「馬鹿言っているじゃないよ」と言いたいと思います。高い飲食代を払ったのにと思い、信頼、信用を裏切ったことになります。この偽装食材の提供による代償は大変大きいものと考えます。

社長が知らなかった、誤表示という言い訳は通用しません。成形肉、ロブスターの使用は組織的行ったものと考えます。（笈川　和男）
ひとりごと：ファミリーレストランの1,000円程度のステーキが成形肉であっても、何も言わないと思います。図は私がある講演会で使用したスライドの一枚です。
　Ｑ　牛の成形肉を焼いた料理のことを「ビーフステーキ」、「ステーキ」と表示してもよいでしょうか。


　Ａ　成型肉を「ビーフステーキ」、「ステーキ」と表示した場合、この表示に接した一般消費者は、「生鮮食品」の「肉類」に該当する「一枚の牛肉の切り身」を焼いた料理と認識します。そもそも、牛の成形肉は「生鮮食品」の「肉類」に該当する牛の生肉の切り身ではありませんから、牛の成形肉を焼いた料理について、「ビーフステーキ」、「○○ステーキ」、「ステーキ」のように、「生鮮食品」の「肉類」に該当する一枚の生肉を焼いた料理と認識される表現を用いると、景品表示法第４条第１項第１号（優良誤認）に該当し、景品表示法上問題となります。





不当景品類及び不当表示防止法（景品表示法）


第四条 　事業者は、自己の供給する商品又は役務の取引について、次の各号のいずれかに該当する表示をしてはならない。 


一 　商品又は役務の品質、規格その他の内容について、一般消費者に対し、実際のものよりも著しく優良であると示し、又は事実に相違して当該事業者と同種若しくは類似の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも著しく優良であると示す表示であって、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認められるもの。








